
令
和
五
年
十
二
月
十
四
日
、
家
政
科

三
年
食
物
科
学
類
型
十
九
名
が
、
藤
田

地
区
の
八
十
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

方
三
十
三
名
を
対
象
に
、
お
弁
当
を
お

届
け
し
ま
し
た
。
六
月
の
宅
配
お
菓
子

の
経
験
を
活
か
し
、
献
立
の
内
容
だ
け

で
な
く
、
準
備
や
当
日
の
調
理
計
画
ま

で
念
入
り
に
考
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

三
十
年
目
と
い
う
節
目
に
携
わ
れ
る

こ
と
に
感
謝
し
、
丁
寧
に
お
弁
当
を
作

り
ま
し
た
。
お
弁
当
を
手
に
し
た
高
齢

者
の
方
の
笑
顔
に
触
れ
、
「
食
」
で
人

と
人
と
が
つ
な
が
る
こ
と
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
一
月

九
日
、
三
学
期
始

業
式
後
、
生
徒
会
・

農
業
ク
ラ
ブ
・
家

庭
ク
ラ
ブ
の
新
役

員
認
証
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

新
た
な
役
員
が

任
命
を
受
け
、
生

徒
会
を
代
表
し
て

新
生
徒
会
長
の
和
田
弓
弦
く
ん
が
、

「
興
陽
高
校
を
さ
ら
に
活
気
あ
る
高
校

に
し
た
い
」
と
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
新
役
員
（
代
表
者
）
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り
で
す
。

生
徒
会
会
長･

Ｍ
２
和
田
弓
弦
く
ん

同
副
会
長
：･

Ａ
２
中
河
原
楓
さ
ん

Ａ
１
金
田
柊
音
く
ん

農
ク
会
長
：･

Ａ
２
中
村
美
鈴
さ
ん

同
副
会
長
：･

Ａ
２
日
笠
花
実
さ
ん

Ａ
１
中
島
大
空
く
ん

家
ク
会
長
：･

Ｈ
２
山
村
奈
和
さ
ん

同
副
会
長
：･

Ｈ
２
長
田
梨
香
さ
ん

Ｈ
１
茅
原
知
咲
さ
ん

総
勢
四
十
二
名
の
役
員
の
皆
さ
ん
、

興
陽
高
校
の
新
た
な
伝
統
を
築
い
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

一
月
二
十
九
日
、
本
校
の
姉
妹
校
で

あ
る
興
大
附
属
台
中
高
級
農
業
職
業
学

校
の
生
徒
た
ち
を
お
迎
え
し
、
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
久

し
ぶ
り
の
対
面
交
流
と
い
う
こ
と
で
、

緊
張
し
な
が
ら
お
迎
え
を
し
ま
し
た
が
、

バ
ス
か
ら
降
り
て
く
る
姿
を
見
て
、
み

ん
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
ま
ず
歓
迎
の
歌
と
し

て
、
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
本
校

生
徒
が
歌
い
ま
し
た
。
次
に
、
両
校
の

校
長
先
生
が
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り

返
っ
た
り
、
記
念
品
の
交
換
を
行
っ
た

り
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
班
に
分
か

れ
て
生
徒
同
士
で
自
由
に
交
流
し
、
最

後
に
記
念
植
樹
の
前
で
集
合
写
真
を
撮

り
、
お
見
送
り
を
し
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
言
葉

の
壁
に
も
負
け
ず
、
生
徒
た
ち
は
自
分

の
思
い
や
考
え
を
伝
え
ま
し
た
。
こ
の

交
流
会
を
き
っ
か
け
に
学
校
同
士
の
交

流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
今
年
九
月
の
台

湾
修
学
旅
行
が
有
意
義
な
も
の
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

二
月
十
八
日
、
広
島
県
府
中
市
桜
が

丘
多
目
的
広
場
で
お
こ
な
わ
れ
た
「
第

十
五
回
全
日
本
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

ｉ
ｎ
府
中
」
に
農
業
機
械
科
か
ら
二
台

出
場
し
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
二
人
は
い
ず
れ
も
二
年

生
。
決
勝
レ
ー
ス
で
は
、
「
興
陽
羅
王

号
」
ド
ラ
イ
バ
ー
和
田
弓
弦
く
ん
が
、

ポ
ー
ル
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

首
位
を
最
後
ま
で
キ
ー
プ
し
て
完
全
優

勝
し
ま
し
た
。

約
十
年
前
か
ら
毎
年
参
加
し
、
今
回

初
め
て
の
入
賞
で
栄
冠
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
優
勝
し
た
こ
と
で

興
陽
高
校
農
業
機
械
科
の
強
さ
を
ア
ピ
ー

ル
で
き
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

◎
農
業
科

瀬
戸
内
か
き
が
ら

ア
グ
リ

推
進
協
議
会
に
参
加

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
本
校
で
蛎

殻
（
か
き
が
ら
）
を
利
用
し
た
里
海
米

栽
培
を
行
っ
て
お
り
、
本
年
度
よ
り

「
瀬
戸
内
か
き
が
ら
ア
グ
リ
推
進
協
議

会
（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
岡
山
）
」
に
参
加

し
、
地
域
循
環
環
境
保
全
型
事
業
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

今
回
は
総
会
及
び
講
演
会
に
参
加
し
、

農
業
の
持
つ
多
面
的
機
能
等
を
学
習
し

ま
し
た
。
今
後
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
関

連
産
業
に
必
要
な
知
識
・
技
術
・
実
践

力
を
身
に
付
け
、
地
域
循
環
型
ア
グ
リ

事
業
に
参
画
し
て
い
き
ま
す
。

◎
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

モ
リ
ス

英
国
の
風
景
と
と
も
に

め
ぐ
る
デ
ザ
イ
ン
の
軌
跡
」
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

お
か
や
ま
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
一
環
で
、
岡
山
県
立
美
術
館
に
お
い

て
新
し
い
芸
術
鑑
賞
の
場
を
提
供
す
る

「D
raw
ing
M
elodies

二
〇
二
三
～

響
き
あ
う
表
現
～
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
度
造
園
デ
ザ
イ
ン
科
が
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
世
界
観
や
彼
の
過

ご
し
た
イ
ギ
リ
ス
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
庭

園
を
県
立
美
術
館
に
出
展
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
興
陽
高
校
の
活
動
は
、

校
内
か
ら
地
域
へ
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

（
写
真
上
：
農
業
科
、
下
：
造
園
デ
ザ

イ
ン
科
）

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
様
々
な
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
た
一

年
で
し
た
。
家
政
科
・
被
服
デ
ザ
イ
ン

科
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
を
活
か
し
て
応
募

し
た
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

家
政
科
で
は
、
「
第
十
二
回
ご
当
地
！

絶
品
う
ま
い
も
ん
甲
子
園
」
で
、
東
京

で
の
決
勝
大
会
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
本
校
生
徒
に
よ
る
「
う
米
（
う

ま
い
）
ポ
テ
サ
ラ
ロ
ー
ル
」
は
、
準
優

勝
の
「
農
林
水
産
大
臣
官
房
長
賞
」
を

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
食
肉
惣

菜
創
作
発
表
会
岡

山
県
大
会
で
も
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
、

全
国
大
会
に
進
み

ま
し
た
。

被
服
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、
神
戸
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
専
門
学
校
主
催
「
第
二
十
四
回

全
国
高
校
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
二
名
の
生
徒

が
、
一
次
審
査
を
通
過
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
本
選
に
向
け
て
デ
ザ
イ
ン
画
を

も
と
に
作
品
を
製
作
し
、
コ
ン
テ
ス
ト

に
臨
み
ま
し
た
。
紙
面
上
と
実
物
で
は

素
材
の
質
感
や
分
量
な
ど
が
違
い
、
着

心
地
、
製
作
の
難
易
度
な
ど
課
題
は
多

く
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
二
人
に
と
っ
て

は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
興
陽
高
校
な
ら
で
は

の
「
学
び
」
を
活
か
し
、
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

今
春
卒
業
し
た
生
徒
の
進
路
状
況
に

つ
い
て
、
概
要
を
報
告
し
ま
す
。

就
職
希
望
者
と
進
学
希
望
者
の
割
合

は
就
職
三
十
八
％
、
進
学
六
十
二
％
で
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
進
学
希
望
者
が
多

い
状
況
で
し
た
。

就
職
に
つ
い
て
は
、
約
千
五
百
件
の

求
人
が
あ
り
、
昨
年
度
の
一
．
二
倍
と

な
り
ま
し
た
。
三
月
五
日
現
在
で
、
就

職
希
望
者
は
全
員
内
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。進

学
に
つ
い
て
は
、
四
年
制
大
学
三

十
名
（
前
年
比
二
倍
）
、
短
大
十
四
名
、

専
門
学
校
三
十
二
名
、
農
業
大
学
校
に

四
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

四
年
制
大
学
で
は
岡
山
大
学
農
学
部

（
二
名
）
、
鳥
取
大
学
農
学
部
に
合
格
、

ま
た
部
活
動
の
実
績
を
活
か
し
、
明
治

大
学
経
営
学
部
に
合
格
す
る
生
徒
も
い

ま
し
た
。

本
校
で
は
今
後
も
、
卒
業
後
の
進
路

保
障
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
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高等学校総務課

三
十
年
目
の
宅
配
弁
当

家
庭
課

コ
ン
テ
ス
ト
で
好
成
績

今
年
度
の
部
活
動
の
主
な
実
績
を
報

告
し
ま
す
。

自
転
車
競
技
部
は
、
八
月
に
北
海
道

で
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
Ｍ
３
藤
澤
佑
成

く
ん
、
Ｍ
３
内
藤
悠
希
く
ん
、
Ａ
３
井

上
大
地
く
ん
、
Ｄ
２
則
武
れ
い
さ
ん
で

す
。
男
子
は
ス
ク
ラ
ッ
チ
で
Ｍ
３
内
藤

悠
希
く
ん
が
九
位
に
入
り
、
チ
ー
ム
ス

プ
リ
ン
ト
で
は
二
十
五
位
に
な
り
ま
し

た
。弓

道
部
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し
、

Ｌ
２
中
本
侑
吾
く
ん
が
個
人
戦
の
決
勝

に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
十
二
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国

高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
で
、
男
女
団

体
・
男
子
個
人
の
部
に
出
場
し
、
Ｍ
２

和
田
弓
弦
く
ん
が
決
勝
に
進
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

な
ぎ
な
た
部
は
Ｈ
３
の
阿
部
沙
桐
さ

ん
が
、
十
月
に
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ
た

特
別
国
民
体
育
大
会
に
岡
山
県
代
表
と

し
て
出
場
し
、
八
位
入
賞
と
大
健
闘
し

ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
は
、
八
月
の
第
六
十
四
回

岡
山
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
高
等
学

校
小
編
成
の
部
で
「
バ
ッ
カ
ス
の
行
列
」

を
演
奏
し
、
み
ご
と
に
本
校
史
上
初
の

金
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
、
多
く
の
部
か
ら
の
嬉
し

い
報
告
を
待
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
部
活
動
結
果
報
告

台
湾
姉
妹
校
交
流

令
和
五
年
度
の
快
進
撃
！

興
陽
高
校

第
十
五
回
全
日
本
ゼ
ロ
ハ
ン
カ
ー
レ
ー
ス

学
生
部
門
優
勝
！

新
役
員
認
証
式

令
和
五
年
度
進
路
結
果

三
月
一
日
、
第
七
十
六
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
校
に

と
っ
て
は
五
年
ぶ
り
の
、
三
学
年
揃
っ

て
の
卒
業
式
で
す
。
保
護
者
や
下
級
生

の
見
守
る
中
、
Ｄ
３
金
尾
彩
加
さ
ん
が

卒
業
生
を
代
表
し
て
答
辞
を
述
べ
ま
し

た
。そ

の
後
、
卒
業
生
全
員
が
保
護
者
の

方
に
向
き
を
変
え
、
Ｇ
Ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
Ｎ

の
「
遥
か
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
こ
こ

ま
で
育
て
て
く
れ
た
保
護
者
に
対
す
る

感
謝
の
歌
声
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き

渡
り
ま
し
た
。
会
場
内
の
卒
業
生
、
保

護
者
、
そ
し
て
教
職
員
も
感
極
ま
っ
て

し
ま
う
ほ
ど
、
感
動
の
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
こ
の
卒
業
式
は
、
平
成
七
年
四

月
か
ら
着
用
さ
れ
て
き
た
制
服
の
最
後

の
舞
台
で
も
あ
り
ま
し
た
。
約
三
十
年
、

興
陽
高
校
の
歴
史
を
紡
い
で
き
た
こ
の

制
服
に
対
す
る
惜
別
の
思
い
や
、
感
謝

の
気
持
ち
を
感
じ
な
が
ら
、
大
団
円
を

迎
え
ま
し
た
。

卒
業
生
の

皆
さ
ん
、
興

陽
高
校
で
学

ん
だ
知
識
・

経
験
を
新
た

な
就
職
・
進

学
先
で
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、

社
会
に
貢
献

し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
。

旧
制
服

最
後
の
卒
業
式

農
業
課
の
取
組
紹
介


